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歌
会
始

　
　特

集　

五
輪
と
私

受
彰
者
紹
介

御
大
典
記
念
事
業

日
本
国

　

た
っ
た
ひ
と
つ
の
き
ま
り
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
万
世
一
系
〜

疫
病
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祈
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暮
ら
し
の
か
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は
十
人
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編
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梅
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五
輪
と
私

　
七
月
二
十
三
日
～
八
月
八
日
の
凡
そ
三
週
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
た
東
京
五

輪
に
お
い
て
、
斯
界
か
ら
は
、
古
峯
神
社 

石
原
奈
央
子
権
禰
宜
が
、
ク
レ
ー

射
撃
の
日
本
代
表
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
前
の
県
内
聖
火

リ
レ
ー
で
は
、
古
峯
神
社 
石
原
敬
士
宮
司
が
素
晴
ら
し
い
御
姿
で
聖
火
を
繋

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
誉
高
い
お
二
人

の
御
姿
を
拝
見
し
、
栃
木
県
神

社
庁
教
化
委
員
会
編
集
委
員
会

で
は
、
黒
川
庁
長
と
石
原
宮
司

並
び
に
奈
央
子
権
禰
宜
の
対
談

を
企
画
致
し
ま
し
た
。
過
去
に

出
場
が
叶
わ
な
か
っ
た
夢
の
五

輪
に
つ
い
て
の
お
話
や
県
内
聖

火
リ
レ
ー
で
の
逸
話
、
日
本
開

催
の
五
輪
に
出
場
さ
れ
た
際
の

経
験
談
、
ま
た
五
輪
を
通
し
て

の
斯
界
の
興
隆
や
ス
ポ
ー
ツ
が

も
た
ら
す
意
味
な
ど
を
踏
ま

え
、
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞
き
手
　
栃
木
県
神
社
庁
　
庁
長
　
黒
川
正
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
　
力
　
古
峯
神
社 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栃
木
県
神
社
庁

　

古
峯
神
社　

(

鹿
沼
市
草
久
古
峰
ヶ
原
鎮
座)

　

御
祭
神
は
、
日
本
武
尊
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
）。

家
内
安
全
・
火
災
消
除
・
商
売
繁
盛
・
交
通
安
全
・
当
病
平
癒
・
身
体
健

全
な
ど
の
、
総
て
の
開
運
・
除
災
・
心
願
成
就
の
神
と
し
て
御
利
益
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
神
職
が
記
す
様
々
な
天
狗
様
が
特
徴

の
御
朱
印
を
求
め
て
、
全
国
各
地
よ
り
参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。
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ク
レ
ー
射
撃
ス
キ
ー
ト
選
手

主
な
大
会
成
績

　
二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八
年
）
リ
オ
五
輪
出
場
（
十
八
位
）

　
二
〇
一
八
年
（
平
成
三
十
年
）
ア
ジ
ア
大
会
七
位
入
賞

　
二
〇
一
九
年
（
令
和
元
年
）
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
七
位
入
賞
（
日
本
勢
最
上
位
）

　
二
〇
二
一
年
（
令
和
三
年
）
東
京
五
輪
出
場
（
二
十
一
位
）

　
順
心
女
子
学
園
高
ま
で
は
女
子
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
み
、
FW
と
し
て
都
リ
ー
グ
の

最
優
秀
選
手
に
輝
い
た
実
績
を
持
つ
。
昭
和
女
子
大
学
卒
業
後
、
國
學
院
大
學
専
攻

科
に
て
神
職
資
格
を
取
得
、
卒
業
後
は
、
英
国
へ
語
学
留
学
。

　
渡
航
前
、
父
敬
士
氏
や
麻
生
太
郎
元
首
相
の
師
匠
で
も
あ
る
藤
堂
高
弘
氏
（
射
撃

界
の
大
御
所
）
が
『
ク
レ
ー
を
や
っ
て
み
ろ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
ら

せ
て
や
る
』
と
熱
心
に
言
っ
て
き
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
競
技
を
始
め
る
。

　
帰
国
後
、
三
十
二
歳
か
ら
本
格
的
に
ク
レ
ー
射
撃
を
始
め
る
が
、
父
親
譲
り
の
セ

ン
ス
で
急
成
長
。
父
と
同
じ
ク
レ
ー
・
ス
キ
ー
ト
種
目
で
二
〇
一
六
年
リ
オ
五
輪
に

ス
キ
ー
ト
の
日
本
人
女
子
と
し
て
は
、
史
上
初
と
な
る
五
輪
出
場
を
果
た
す
。

　
東
京
五
輪
で
は
、
惜
し
く
も
二
十
一
位
で
、
予
選
敗
退
。「
メ
ダ
ル
を
取
っ
て
も
、
取

れ
な
く
て
も
最
後
の
五
輪
」
と
の
開
催
前
の
言
葉
通
り
、
今
後
は
父
の
跡
を
継
ぎ
宮
司

と
し
て
神
職
の
道
を
歩
む
。

古峯神社
第 84代 宮司 
石 原   敬 士

　
自
身
の
祖
父
が
明
治
初
期
に
神
社
の
敷
地
内
に
造
営
し
た
射
撃
場
（
日
本
最
古
）

に
お
い
て
腕
を
磨
く
。

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）

　
二
十
五
歳
の
時
、
メ
キ
シ
コ
五
輪
代
表
に
決
ま
り
な
が
ら
も
、
ク
レ
ー
射
撃
協
会

に
お
い
て
散
弾
横
流
し
事
件
が
発
覚
。
こ
れ
に
よ
り
自
ら
五
輪
出
場
を
辞
退
。

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）

　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五
輪
に
お
い
て
も
協
会
の
不
祥
事
に
よ
り
、
出
場
の
機
会
を
失
う
。

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
十
一
年
）

　
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
五
輪
の
代
表
争
い
で
は
、
ラ
イ
バ
ル
で
元
首
相
の
麻
生
太
郎
氏

に
敗
れ
る
。

一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
十
五
年
）

　
モ
ス
ク
ワ
大
会
へ
の
切
符
を
つ
か
み
、
世
界
タ
イ
記
録
を
出
す
。
絶
好
調
で
「
今

度
こ
そ
メ
ダ
ル
を
」
と
考
え
て
い
た
が
、
当
時
ソ
連
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
略
を
行

い
、
各
国
は
猛
抗
議
。
日
本
も
国
際
社
会
の
理
念
に
則
り
、
大
会
へ
の
不
参
加
を
表

明
。
ま
た
も
や
『
幻
の
代
表
』
と
し
て
終
わ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
知
っ
た
マ
ス
コ
ミ
か
ら
「
も
っ
と
も
つ
い
て
な
い
男
」
と
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
有
力
選
手
が
涙
な
が
ら
に
出
場
を
訴
え
る
ニ
ュ
ー

ス
を
、「
国
が
国
策
と
し
て
決
め
た
こ
と
。
仕
方
が
な
い
」
と
冷
め
た
目
で
見
て
い

た
と
い
う
。
そ
の
後
間
も
な
く
銃
を
置
き
、
神
職
と
し
て
神
明
奉
仕
に
励
み
、
現
在

に
至
る
。

権禰宜 
石 原　 奈 央 子

古峯神社
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娘 

奈
央
子
氏
が
、
自
身
と
同
じ
ク
レ
ー
射
撃
の
道
へ
進
む

 

き
っ
か
け
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

私
の
師
は
、
藤
堂
高

弘
氏
で
す
。
麻
生
太
郎

元
首
相
と
共
に
学
び
ま

し
た
。
あ
る
日
藤
堂
氏

が
娘
の
奈
央
子
に
、『
銃

打
っ
て
み
ろ
』と
、仰
っ

た
事
が
き
っ
か
け
で

す
。
娘
は
、
英
国
留
学

か
ら
帰
国
後
、
三
十
二

歳
か
ら
本
格
的
に
ク

レ
ー
射
撃
を
始
め
ま
し

た
。

 

過
去
五
輪
に
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
東
京
五
輪
の

 

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
た
そ
の
思
い
は
如
何
で
し
た
か

　

選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ
う
や
く
五
輪
に
参
加
で
き
ま
し
た
。
私
は
、

き
っ
と
ず
っ
と
五
輪
に
運
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。モ
ス
ク
ワ
五
輪
の
際
、

共
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
J
O
C
の
山
下
泰
裕
会
長
か
ら
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

要
請
の
打
診
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
勿
論
、
快
諾
し
ま
し
た
よ
。
聖
火
が
日
本

を
巡
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
新
型
感
染
症
の
不
安
が
消
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
昨
年
の
本
番
直
前
に
東
京
五
輪
は
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
落

 
古
峯
神
社
と
古
峰
ヶ
原
射
撃
場
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
た
射
撃
を
始
め
た

 

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

古
峯
神
社
は
、
鹿
沼
で
も
山
間
に
鎮
座
し
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
近
隣
に

は
野
生
動
物
が
多
々
生
育
し
て
お
り
、
時
と
し
て
民
家
や
人
に
害
を
な
す
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
か

ら
、
明
治
七
年
私
の
祖
父
が
射
撃

用
の
練
習
場
を
作
り
ま
し
た
。
当

時
は
、
的
を
大
き
い
版
木
を
が
り

版
の
よ
う
に
刷
っ
て
、
紙
で
的
を

作
り
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

後
私
の
父
が
、
同
じ
場
所
に
相
撲

の
土
俵
を
作
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
土
俵
を
壊
し
て
新
た
に
射
撃
場
作
る
。
当

時
、
射
撃
協
会
の
会
長
は
麻
生
太
郎
元
首
相
の
お
父
上
で
し
た
。
麻
生
会
長
が

私
の
父
に
射
撃
を
や
れ
と
仰
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

 

様
々
な
し
が
ら
み
に
お
い
て
日
本
代
表
に
な
れ
ず
、

 

未
だ
「
幻
の
代
表
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
ど
う
思
い
ま
す

　

モ
ス
ク
ワ
五
輪
の
日
本
不
参
加
は
、
国
が
決

め
た
こ
と
な
の
で
仕
方
が
な
か
っ
た
ん
で
す

ね
。
自
分
自
身
悔
し
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
現

実
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
悲
観
的

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
神
明
奉
仕
に
日
々

精
進
し
て
い
れ
ば
、
必
ず
良
い
こ
と
が
あ
る
と

信
じ
て
い
ま
し
た
。

石
原
宮
司
に
お
伺
い
し
ま
す
。
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神
職
石
原
奈
央
子
と
し
て
、

 

今
後
神
社
界
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か

　

神
職
と
し
て
自
分
に
出
来
る
事
は
何
か
、
そ
れ
は
伝
統
と
文
化
を
受
け
継
ぐ

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
独
自
の
神
社
と
い
う
伝
統
と
文
化
を
、
現
代
的
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
駆
使
し
世
界
中
へ
情
報
を
発
信
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
在
宅
時
間
が
長
い
今
の
時
期
こ
そ
、
じ
っ
く

り
と
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
東
京
五
輪
記
念
切
手
の
ク
レ
ー
射
撃
の
絵
図
の
モ
デ
ル
は
、

　

石
原
奈
央
子
さ
ん
で
す

胆
も
し
ま
し
た
が
、
一

年
後
の
実
現
を
信
じ
、

毎
日
社
務
の
合
間
を

ぬ
っ
て
足
腰
を
鍛
え
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
続
け
て

い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
、
五
輪
と
い

う
祭
典
が
あ
る
こ
と
自

体
が
素
晴
ら
し
く
、
そ

の
大
舞
台
に
参
加
で
き

る
こ
と
ほ
ど
幸
せ
な
こ

と
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 

リ
オ
五
輪
、
東
京
五
輪
と
二
大
会
連
続
で
世
界
の
選
手
と
戦
い
、

 

何
か
感
じ
る
所
は
あ
り
ま
し
た
か

　

世
界
の
選
手
の
技
術
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
新
型
感
染
症
の

影
響
で
東
京
五
輪
が
一
年
延
期
に
な
り
、
そ
の
期
間
世
界
に
負
け
な
い
よ
う

日
々
技
術
を
磨
き
、
自
分
自
身
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
と
の
差
が
縮
ま
っ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
自
身
反
省
は
あ
っ

て
も
、
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
試
合
が
出
来
た
こ
と
、

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

奈
央
子
権
禰
宜
に
お
伺
い
し
ま
す
。
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令
和
三
年 
神
社
本
庁
規
程
表
彰
者

◎
第
三
条
第
三
号
該
当
者

表
　
彰
　
状

貴
下
は
敬
神
の
念
篤
く
多
年
の
間
神
徳
の
発
掲
に
意
を
注
ぎ
神
社
の

経
営
を
援
け
斯
道
の
た
め
に
多
大
の
貢
献
を
な
さ
れ
た
こ
と
は
氏
子

崇
敬
者
の
亀
鑑
と
い
ふ
べ
き
で
あ
り
ま
す
　

仍
て
表
彰
規
程
に
基
い
て
審
査
委
員
会
の
審
査
を
経
て
茲
に
表
彰
状

を
呈
し
そ
の
功
績
を
顕
彰
し
ま
す

　
　
令
和
三
年
二
月
三
日
　
　
神
社
本
庁
総
裁
　
池
田
　
厚
子

　
敬
神
の
念
篤
く
神
社
運
営
に
尽
力
さ
れ
総
代
を
経
て
責
任
役
員
を

二
十
年
現
在
も
奉
仕
さ
れ
、
そ
の
間
、
塩
谷
郡
市
神
社
総
代
会
の
理

事
を
経
て
副
会
長
を
六
年
間
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

矢
板
市
鎮
座
　
塩
竈
神
社
　
役
員

昭
和
十
二
年
六
月
九
日
生

平
成
十
一
年
四
月
一
日 

役
員
就
任

和
氣
　
正
二
　
　
　

　
平
成
二
十
年
二
地
区
に
分
れ
て
い
た
総
代
の
役
割
分
担
等
に
自
治

会
長
を
含
め
た
会
則
を
作
成
し
、
神
事
と
地
区
の
行
事
の
一
体
化
を

率
先
垂
範
し
神
社
の
護
持
運
営
に
協
力
し
て
い
る
。
支
部
・
神
社
庁

等
の
行
事
に
は
必
ず
出
席
す
る
様
に
他
の
総
代
に
依
頼
し
て
い
る
。

支
部
総
代
会
に
は
、
監
事
と
し
て
、
前
歴
の
経
験
を
大
い
に
発
揮
し
、

又
、
前
会
長
の
急
死
後
の
運
営
に
あ
た
り
、
会
長
に
就
任
し
心
強
い

協
力
体
制
で
尽
力
し
て
い
る
。

那
須
塩
原
市
鎮
座
　
金
刀
比
羅
神
社
　
役
員

昭
和
十
三
年
十
一
月
二
十
七
日
生

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日 

役
員
就
任

榎
本
　
建
司
　
　
　

佐
野
市
鎮
座
　
八
坂
神
社
　
総
代

昭
和
十
二
年
五
月
十
五
日
生

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日 

総
代
就
任

石
川
　
省
三
　
　

一
、
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
八
坂
神
社
総
代
就
任
以
来
宮
司
を
扶

け
、
例
祭
の
神
輿
渡
御
・
山
車
の
巡
行
に
氏
子
の
参
加
を
呼
び
か
け

司
令
塔
と
し
て
、
八
坂
神
社
の
神
徳
宣
揚
に
寄
与
す
る
。
一
、
平
成

三
十
一
年
四
月
一
日
安
佐
地
区
氏
子
総
代
協
議
会
副
会
長
に
就
任

し
、
会
長
を
扶
け
会
の
運
営
に
貢
献
す
る
。
一
、八
坂
神
社
追
儺
祭
、

第
八
十
六
回
を
盛
大
に
斎
行
さ
れ
た
の
も
、
講
元
と
し
て
の
功
績
大

で
あ
る
。
一
、
暦
応
二
年
、
佐
野
市
牧
町
地
区
に
鎮
座
す
る
八
坂
神

社
の
御
神
霊
等
が
大
雨
に
よ
り
流
失
す
る
。
氏
の
祖
先
が
こ
れ
ら
御

神
霊
等
を
収
拾
し
、
こ
の
地
に
祀
り
創
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

祖
先
の
崇
敬
心
を
念
頭
に
神
社
の
諸
行
事
に
貢
献
。

受
彰
者
紹
介

受
彰
者
紹
介  

（
敬
称
略
）
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◎
第
二
条
第
一
号
該
当
者

表
　
彰
　
状

あ
な
た
は
敬
神
の
念
篤
く
多
年
神
徳
の
宣
揚
に
意
を
注
ぎ
神
社
の
経
営
を

扶
け
斯
道
の
た
め
に
多
大
の
貢
献
な
さ
れ
ま
し
た

こ
の
こ
と
は
氏
子
崇
敬
者
の
亀
鑑
と
い
ふ
べ
き
で
あ
り
ま
す
　

よ
っ
て
表
彰
規
程
に
基
づ
き
記
念
品
を
贈
呈
し
て
そ
の
功
績
を
顕
彰
し
ま
す

　
　
令
和
二
年
十
月
二
日
　
　
　
　
全
国
神
社
総
代
会
長
　
三
村
　
明
夫

令
和
二
年
度 

全
国
神
社
総
代
会
表
彰
者

黒
磯
神
社
総
代
と
し
て
十
七
年
、
役
員
と
し
て
七
年
在
任
し
、
平
成

十
三
年
に
は
黒
磯
神
社
御
神
門
建
立
を
請
負
う
。
北
那
須
郡
市
神
社

総
代
会
第
二
支
会
監
事
、
副
会
長
を
歴
任
し
、
現
在
会
長
を
勤
め
る
。

平
成
二
十
九
年
栃
木
県
神
社
庁
規
定
表
彰
を
受
け
る
。

那
須
塩
原
市
鎮
座
　
黒
磯
神
社
　
役
員

昭
和
九
年
一
月
十
二
日
生

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
　
役
員
就
任

人
見
　
操
　

稲
荷
神
社
責
任
役
員
に
就
任
し
て
よ
り
、
常
に
宮
司
を
助
け
神
社
の

周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
祖
霊
社
の
建
設
、
獅
子
狛
犬
の

設
置
等
社
頭
の
整
備
に
尽
力
さ
れ
た
。

　
日
光
市
鎮
座
　
稲
荷
神
社
　
役
員

昭
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
生

平
成
十
八
年
四
月
一
日 

役
員
就
任

中
村
　
雄
一
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令
和
二
年
度

令
和
二
年
度  

神
社
本
庁
統
理
臨
時
表
彰
受
彰
者

神
社
本
庁
統
理
臨
時
表
彰
受
彰
者  

多
額
の
浄
財
・
資
材
寄
進

津
島
神
社
（
高
根
沢
町
）

㈱
M
&
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

代
表
取
締
役
会
長 

増
渕  

茂
夫

（
宮
司
　
岩
松
　
一
雄
）

獅
子
舞
用
具
一
式
奉
納

八
幡
宮
（
下
野
市
）

町
田
　
充
宏

（
宮
司
　
小
島
　
教
敬
）

多
額
の
浄
財
寄
進

磐
裂
根
裂
神
社
（
壬
生
町
）

㈲
三
島
工
業 

代
表
取
締
役 

茂
木  

宏
之

（
宮
司
　
刀
川
　
清
満
）

日
月
旗
一
対
奉
納

磐
裂
根
裂
神
社
（
壬
生
町
）

島
田
医
院
　
院
長
　
島
田
　
克
己

（
宮
司
　
刀
川
　
清
満
）
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令
和
二
年
度

令
和
二
年
度  

栃
木
県
神
社
庁
長
臨
時
表
彰
受
彰
者

栃
木
県
神
社
庁
長
臨
時
表
彰
受
彰
者  

上
都
賀

上
都
賀

下
都
賀

上
都
賀

下
都
賀

下
都
賀

南
那
須

 

栃
木
　
一
訓

狐
塚
　
博
司

倉
井
　
正
夫

下
妻
　
良
夫

藤
原
　
一
栄

鈴
木
　
武
吉

小
室
金
代
志

高
　
神
社
責
任
役
員

高
　
神
社
責
任
役
員

星
宮
神
社
総
代

今
宮
神
社
前
宮
司

愛
宕
神
社
氏
子

橿
原
神
社
氏
子

戸
隠
神
社
総
代

（
宮
司
　
狐
塚 

泰
久
）

（
宮
司
　
狐
塚 

泰
久
）

（
宮
司
　
小
林 

　
靖
）

（
宮
司
　
山
田 

和
之
）

（
宮
司
　
小
島 

教
敬
）

（
宮
司
　
小
島 

教
敬
）

（
宮
司
　
岡
田 

和
麿
）

多
額
の
浄
財
奉
納

白
鬚
神
社
（
高
根
沢
町
）

㈲
大
金
不
動
産

代
表
取
締
役 

大
金 

和
則

（
宮
司
　
岩
松
　
史
恵
）

鳥
居
一
基
奉
納

大
田
原
神
社
（
大
田
原
市
）

櫻
岡
　
正
伸

（
宮
司
　
宇
賀
神
　
直
人
）
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ア
ル
ミ
製
燈
籠
一
基
奉
納

春
日
神
社
（
栃
木
市
）

富
山
　
　
好

富
山
　
澄
子

（
宮
司
　
板
垣
　
彰
）

狛
犬
壱
基
奉
納

春
日
神
社
（
栃
木
市
）

 

国
府
　
三
胤
・
国
府
　
房
子

（
宮
司
　
板
垣 

　
彰
）

ア
ル
ミ
製
燈
籠
一
基
奉
納

春
日
神
社
（
栃
木
市
）

新
村
　
信
一

新
村
ミ
チ
子

（
宮
司
　
板
垣
　
彰
）

土
地
の
寄
贈

大
田
原
神
社
（
大
田
原
市
）

藤
沼
　
哲
夫

（
宮
司
　
宇
賀
神
　
直
人
）

狛
犬
壱
基
奉
納

春
日
神
社
（
栃
木
市
）

 

国
府
　
泰
浩
・
国
府
　
晴
美

（
宮
司
　
板
垣 

　
彰
）

鳥
居
用
社
名
額
奉
納

春
日
神
社
（
栃
木
市
）

 

国
府
　
功
城
・
国
府
麻
里
恵

国
府
　
　
功
・
国
府
　
貴
子

（
宮
司
　
板
垣 

　
彰
）
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神
輿
の
駒
札
奉
納

八
坂
神
社
（
栃
木
市
）

 

上
野 

哲
也

（
宮
司
　
小
島
　
教
敬
）

三
段
式
祭
壇
奉
納

神
明
宮
（
壬
生
町
）

 

大
橋
　
良
平

（
宮
司
　
刀
川
　
清
満
）

ア
ル
ミ
製
燈
籠
壱
基
奉
納

春
日
神
社
（
栃
木
市
）

 

毛
塚
　
朝
男

毛
塚
　
春
美

（
宮
司
　
板
垣 

　
彰
）

大
幟
用
ア
ル
ミ
ポ
ー
ル
一
対
奉
納

神
明
宮
（
壬
生
町
）

福
和
田
自
治
会

（
宮
司
　
刀
川
　
清
満
）

鈴
緒
奉
納

龍
神
社
（
栃
木
市
）

小
堀
　
貞
雄

（
宮
司
　
鈴
木
　
徳
則
）

ア
ル
ミ
製
燈
籠
壱
基
奉
納

春
日
神
社
（
栃
木
市
）

 

田
名
網
　
弘

田
名
網
保
子

（
宮
司
　
板
垣 

　
彰
）
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狛
犬
一
対
奉
納

羽
黒
神
社
（
宇
都
宮
市
）

田
村
　
次
男

杉
山
　
茂
之

（
宮
司
　
稲
　
寿
）

幕
奉
納

宮
目
神
社
（
栃
木
市
）

大
山
　
　
寛

（
宮
司
　
小
林
　
一
成
）

幕
奉
納

宮
目
神
社
（
栃
木
市
）

大
山
　
惠
久

（
宮
司
　
小
林
　
一
成
）

幕
奉
納

宮
目
神
社
（
栃
木
市
）

大
山
　
有
司

（
宮
司
　
小
林
　
一
成
）

鈴
緒
・
幕
奉
納

宮
目
神
社
（
栃
木
市
）

加
藤
　
親
男

（
宮
司
　
小
林
　
一
成
）

神
社
神
額
奉
納

宮
目
神
社
（
栃
木
市
）

大
山
　
睦
子

（
宮
司
　
小
林
　
一
成
）

旗
竿
・
幕
奉
納

宮
目
神
社
（
栃
木
市
）

大
山
　
　
守

（
宮
司
　
小
林
　
一
成
）

屋
外
収
納
庫
奉
納

星
宮
神
社
（
野
木
町
）

 

須
田
　
成
治

（
宮
司
　
栗
原
　
城
治
）
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多
額
の
浄
財
奉
納

天
満
宮
（
芳
賀
町
）

 

水
沼
　
　
巖

越
口
　
英
男

塙
　
　
喜
夫

菅
俣
　
倫
吉

大
鐘
　
　
武

生
井
　
安
雄

（
宮
司
　
越
口
　
正
一
）

手
水
舎
上
屋
根
一
式
奉
納

稲
荷
神
社
（
茂
木
町
）

 

滝
田
　
一
夫

（
宮
司
　
小
幡
　
正
之
）
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御
大
典
記
念
事
業

御
大
典
記
念
事
業  

　
　
　
　
令
和
二
年
十
二
月
現
在

令
和
二
年
十
二
月
現
在

支
部
名

宮 

司 

名

神 

社 

名

記
念
事
業
名

別　

表
中
麿　

輝
美
日
光
二
荒
山
神
社
神
苑
散
策
路
「
良
い
縁
の
杜
」
造
成

別　

表
中
麿　

輝
美
日
光
二
荒
山
神
社
「
良
い
縁
の
杜
」
庭
園
造
成

別　

表
阿
部　
　

憓
宇
都
宮
二
荒
山
神
社
令
和
御
大
典
奉
祝
記
念
事
業

別　

表
佐
野　

正
行
唐
澤
山
神
社

狛
犬
奉
納

宇　

河
若
松　

豊
明
山
本
浅
間
神
社

狛
犬
設
置

宇　

河
若
松　

豊
明
山
本
浅
間
神
社

紫
陽
花
植
栽

宇　

河
半
田　

悦
夫
長
良
神
社

本
殿
覆
殿
扉
改
修

宇　

河
半
田　

悦
夫
雷
電
神
社

本
殿
覆
殿
扉
改
修

宇　

河
半
田　

悦
夫
瀧
尾
神
社

本
殿
屋
根
改
修

宇　

河
半
田　

悦
夫
湯
殿
神
社

神
前
幕
新
調

芳　

賀
栁
田　

耕
太
大
前
神
社

令
和
御
大
典
奉
祝
祭

芳　

賀
栁
田　

耕
太
浅
間
神
社

植
樹
祭
斎
行

芳　

賀
栁
田　

耕
太
相
宮
神
社

植
樹
祭
斎
行

芳　

賀
栁
田　

耕
太
熊
野
神
社

拝
殿
鈴
緒
新
調

芳　

賀
栁
田　

耕
太
大
沖
神
社

拝
殿
紋
幕
新
調

芳　

賀
栁
田　

耕
太
産
宮
神
社

大
幟
旗
新
調

芳　

賀
加
藤　

直
人
大
前
恵
比
寿
神
社
奉
祝
大
祭
並
び

御
鎮
座
三
十
年
大
祭
執
行

芳　

賀
加
藤　

直
人
大
前
恵
比
寿
神
社
「
恵
比
寿
殿
」
向
拝
・
他
、

飾
金
具
取
付
け

芳　

賀
加
藤　

直
人
大
前
恵
比
寿
神
社
「
大
国
柱
・
恵
比
寿
柱
」
金
箔
押
施
工

芳　

賀
加
藤　

直
人
大
前
恵
比
寿
神
社
春
日
灯
籠
一
対
建
立

支
部
名

宮 

司 

名

神 

社 

名

記
念
事
業
名

芳　

賀
越
口　

正
一
天
満
宮

記
念
植
樹

芳　

賀
越
口　

正
一
天
満
宮

天
満
宮
石
段
全
面
改
修

芳　

賀
越
口　

正
一
安
住
神
社

太
鼓
修
理

芳　

賀
小
森　

英
世
闇　

神
社

譲
葉
境
内
植
樹
に
つ
き
植
樹
祭
執
行

芳　

賀
小
森　

英
世
闇　

神
社

神
社
沿
革
石
碑
建
立

芳　

賀
小
森　

英
世
星
宮
神
社

記
念
植
樹

芳　

賀
小
森　

英
世
星
宮
神
社

石
鳥
居
・

幟
旗
ア
ル
ミ
ポ
ー
ル
一
対
建
立

芳　

賀
塩
田　

迪
子
鹿
嶋
神
社

記
念
植
樹

塩　

谷
金
子　

立

今
宮
神
社

今
宮
神
社
令
和
御
大
典
記
念
事
業

塩　

谷
岩
松　

一
雄
太
田 

津
島
神
社

神
楽
殿
縁
台
修
復
並
び
に
再
塗
装

塩　

谷
岩
松　

史
恵
粟
ヶ
島 

神
明
宮

社
殿
屋
根
再
塗
装
並
び
に
鬼
瓦
交
換

塩　

谷
岩
松　

史
恵
亀
梨 

三
神
社

境
内
植
樹(

檜)

塩　

谷
岩
松　

史
恵
上
柏
崎 

出
雲
神
社
摂
社
八
坂
神
社
鳥
居
再
塗
装

境
内
植
樹(

桜
・
紅
葉)

塩　

谷
岩
松　

史
恵
飯
室 

星
宮
神
社

社
殿
屋
根
修
復

塩　

谷
岩
松　

史
恵
文
挾 

太
白
神
社

ベ
ン
チ
一
台
奉
納

塩　

谷
岩
松　

史
恵
伏
久 

星
宮
神
社

三
方
収
納
棚
設
置

昇
殿
用
踏
み
台
二
台
奉
納

塩　

谷
岩
松　

史
恵
花
岡
上 

星
宮
神
社
境
内
植
樹(

桜)
塩　

谷
岩
松　

史
恵
東
高
谷 

熊
野
神
社
拝
殿
縁
台
修
復

社
殿
壁
紙
張
り
替
え

塩　

谷
岩
松　

史
恵
寺
渡
戸 

星
宮
神
社
境
内
林
整
備

塩　

谷
岩
松　

史
恵
宝
積
寺 

白
鬚
神
社
拝
殿
床
板
張
り
替
え

南
那
須
和
地　

秀
美
示
現
神
社

記
念
植
樹
・
記
念
碑
建
立
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支
部
名

宮 

司 

名

神 

社 

名

記
念
事
業
名

下
都
賀
鈴
木　

徳
則
星
宮
神
社

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

灯
籠
一
対
、
記
念
碑
建
立

下
都
賀
宇
賀
神
義
宣
鷲
宮
神
社

鈴
緒
掛
替
事
業

下
都
賀
宇
賀
神
義
宣
金
井
神
社

灯
籠
塗
替
事
業

足　

利
茂
木　

啓
一
八
雲
神
社

奉
祝
鎮
座
看
板
取
付
け
・

北
壁
修
繕
・
社
殿
ま
わ
り
精
緻
事
業

足　

利
茂
木　

啓
一
八
雲
神
社

社
務
所
エ
ア
コ
ン
設
置

足　

利
茂
木　

啓
一
菅
原
神
社

手
水
舎
新
築

足　

利
茂
木　

啓
一
菅
原
神
社

看
板
二
面
建
立

足　

利
茂
木　

啓
一
八
幡
宮
（
高
松
）
金
幣
奉
製

足　

利
茂
木　

啓
一
八
坂
神
社

社
殿
・
拝
殿
・
社
務
所
修
復
工
事

足　

利
茂
木　

啓
一
八
坂
神
社

榊　

境
内
植
樹

足　

利
茂
木　

啓
一
稲
荷
神
社

神
社
社
殿
等
整
備

足　

利
茂
木　

啓
一
里
矢
場
神
明
宮

金
幣
奉
製

足　

利
茂
木　

啓
一
神
明
宮

令
和
拝
殿
修
復
事
業

足　

利
櫻
木　

理
史
八
雲
神
社

桜
植
樹

足　

利
櫻
木　

理
史
春
日
神
社

鳥
居
改
築

支
部
名

宮 

司 

名

神 

社 

名

記
念
事
業
名

南
那
須
長
倉　

樹

鷲
子
山
上
神
社

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

随
神
像
修
復
、
他
境
内
整
備
工
事

南
那
須
長
倉　

樹

盛
泉
温
泉
神
社

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

盛
泉
温
泉
神
社
地
域
内
荒
神
神
社

鳥
居
再
建

南
那
須
齋
藤　

隆
夫
八
幡
宮

境
内
社
夫
婦
木
神
社
鳥
居
新
調

南
那
須
岡
田　

和
麿
戸
隠
神
社

天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
記
念
碑
・

天
皇
陛
下
御
大
礼
記
念
碑　

建
立

南
那
須
𠮷
田　

正
導
三
箇
神
社

鳥
居
改
修
工
事

南
那
須
𠮷
田　

正
導
熊
野
神
社

鳥
居
改
築

南
那
須
𠮷
田　

正
導
愛
宕
神
社

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
植
樹（
フ
ウ
の
木
）

南
那
須
𠮷
田　

正
導
石
尊
神
社

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
植
樹（
フ
ウ
の
木
）

南
那
須
滝
口　

貴
史
愛
宕
神
社

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
植
樹（
榊
の
木
）

南
那
須
樋
山　

洋

神
長
神
社

鳥
居
改
築
、
駐
車
場
整
備

南
那
須
樋
山　

洋

熊
野
神
社

境
内
社
八
坂
神
社
改
築

南
那
須
横
山　

洋

鹿
島
神
社

参
道
舗
装
整
備

南
那
須
樋
山　

水
木
向
田
神
社

参
道
舗
装
及
び
御
神
木
囲
い
修
復
整
備

北
那
須
相
馬　

秀
和
三
島
神
社

天
皇
陛
下
御
即
位
御
大
典

奉
祝
植
樹
祭

北
那
須
渡　

健
二

乃
木
神
社

拝
殿
屋
根
銅
板
葺
き
替
え
・

建
具
改
修
・
境
内
駐
車
場
舗
装
工
事

北
那
須
渡　

健
二

乃
木
神
社

生
駒
神
社
鳥
居
建
立

上
都
賀
黒
本　

裕
子
大
宮
神
社

社
殿
壁
代
・
畳
新
調

下
都
賀
鈴
木　

徳
則
八
幡
宮

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

大
幟
旗
竿
奉
納

下
都
賀
鈴
木　

徳
則
星
宮
神
社

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

し
だ
れ
桜
植
樹

こ
ち
ら
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
「
御
大
典
記
念
事
業
」
は
、
令
和
二
年
十
二
月

現
在
ま
で
に
、
栃
木
県
神
社
庁
教
化
委
員
会
調
査
研
究
部
門
に
お
い
て
取
り
ま

と
め
た
事
業
で
す
。

現
在
に
お
い
て
も
、県
内
各
社
で
御
大
典
奉
祝
記
念
事
業
は
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
栃
木
県
神
社
庁
教
化
委
員
会
調
査
研
究
部
門
に
お
い
て
、
県
内
各
社

の
事
業
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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神武天皇を導いた

ボクがみなさんを

ご案内します！

ヤ
タ
ガ
ラ
ス
く
ん

日
本
国

　
た
っ
た
ひ
と
つ
の
き
ま
り
ご
と

　
　
　
　
　
　
〜
万
世
一
系
〜
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世界が万世一系を

リスペクト！

日
本
国 

た
っ
た
ひ
と
つ
の
き
ま
り
ご
と

　
　
　
〜
万
世
一
系
〜
よ
り
転
載

作
製
　
神
道
政
治
連
盟
青
森
県
本
部
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